
.

いつも、文化の森てんえい 「図書室」をご利用いただき、ありがとうございます。

今月も皆さんからのリクエストのほか、新刊・話題の本を数多く取り扱っていきます

ので、ぜひ利用してみてください。

１０月３０日（日）に今年で５２回目の天栄村文化祭が行われ、数多くの皆さんにご参加いただきました。今年

の文化祭も例年同様、天栄村商工会と合同で野外ステージによる団体発表のほか、商工会による餅まきや豪

華賞品の抽選会などが行われ大変賑わっていました。

また、文化の森 てんえいでは住民福祉課による健康福祉祭りが行われ、来場した方で大変賑わっていまし

た。

月間おすすめ本紹介コーナーでは、読者の皆さんから図書室内の本について他の人にお勧めしたい本を２００文

字程度で書いてもらいその作品を紹介するコーナーとなります。

おすすめ本紹介は、図書室カウンター前に応募用紙がありますので、おすすめしたい本がありましたらぜひ投稿し

てください。

・募集期間 平成２８年５月２日（月）～平成２９年２月２８日（火）

・募集内容 文化の森 てんえい「図書室」内にある図書

・投稿文字数 ２００文字程度

・その他 投稿してい頂いたお礼に、参加賞を贈呈いたします。

平成２８年１１月 ９日発行

・おすすめしたい本を２作品紹介いたします。

Ｅ さんのおすすめ本

【生物と無生物のあいだ】 福岡 伸一 作

「小さな貝殻と小石とは決定的に違う。一体何を私たちは見ているというのだろうか。」

タイトルの生物と無生物を分ける差って、なんでしょうか。呼吸をする、生きる意志がある・・・

いろいろ答えはありそうですね。幼少期から無類の虫好きでハーバード大学で医学を学んだ

福岡 伸一さん。幅広い生物知識を駆使して“生物の奇跡”をミステリーのようなスリリングな

展開で、読者をグイグイ引き込んでくれる本です。

Ｔ さんのおすすめ本

【大きな木のような人】 いせ ひでこ 作 講談社

パリの植物園で出会った少女と植物学者。ある日少おじいちゃんにプレゼントしようと、ひま

わりを抜いてしまった彼女に、学者はひまわりの種をプレゼントする。それをきっかけに少女の

心の中に小さな芽が育ちはじめ・・・。

雄大な自然を舞台とした感動の物語。作者の描く美しい絵にもぜひ注目してみてください。


